
■留萌開発建設部では、「現地情報連絡員(リエゾン)」の体制を確立するために例年、防災・災害対応説明
会を実施しています。防災・災害対応資料を周知、共有することで、リエゾンの体制を確立しました。

① 円滑な避難のための取組 〔留萌開発建設部〕

①－１ 情報伝達、避難計画等に関する事項

H30.7 留萌市への派遣状況防災・災害対応説明会の様子

■留萌開発建設部の派遣実績
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初山別村での取組事例

■取組項目
①的確な水防活動のための取組
①－２平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項

■取組状況
日時：R4年10月16日（日）
参加者：消防団、企画振興室、第一町内地区住民、共和町内地区住人、他町内会地区

住人
内容：津波を想定した防災避難訓練を実施した。

取組状況写真・参考資料などを添付して下さい。

資料②



■取組項目
① 円滑かつ迅速な避難のための取組
①－３ 円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項

留萌振興局での取組事例（建設管理部治水課）

■取組状況
・古丹別川（苫前町）では、H28.8豪雨に伴う洪水被害の発生を契機に 、
洪水氾濫を未然に防止する対策として、H31より共鳴橋～15km区間の
河川改修事業に着手。
・R2年度から第２遊水地の施工に着手し、R4年度は地内のV=50,200m3を
掘削した。

（着工前）
（R4.7 撮影)

（現在）
（R4.11 撮影）

位置図

流向

遊水地内
遊水地内

流向
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② 的確な水防活動のための取組 〔留萌開発建設部〕

②－１ 水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項

■水防資機材の保有状況の共有 ⇒ 防災情報共有システムにより最新の情報を確認することが可能

水防資機材の備蓄状況
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■取組項目
② 的確な水防活動のための取組
②－２ 市町村庁舎等の自衛水防の推進に関する事項

市町村業務継続計画（ＢＣＰ）の策定や、代替庁舎等による対応
④ その他
④ その他 技術研修会の実施や連絡会議等による情報共有

留萌振興局での取組事例（地域創生部地域政策課）

■取組状況
○ 各機関と情報共有を図るため、留萌管内防災行政ネットワ－ク連絡会議を開催、市町村業務継続
計画（ＢＣＰ）の策定状況などについて情報提供を行った。

＜第１回連絡会議＞
○ 日 時

令和４年（2022年）６月10日（金）
○ 出席者

留萌管内防災行政ネットワーク連絡会議構成機関
○ 主な議題

令和４年度における北海道の主な防災対策等について
情報共有

＜第２回連絡会議＞
○ 日 時

令和４年（2022年）12月６日（火）
○ 出席者
・留萌管内防災行政ネットワーク連絡会議構成機関
・北海道電力ネットワーク株式会社旭川支店
留萌ネットワークセンター

・北海道旅客鉄道株式会社留萌駅
○ 主な議題

令和４年度における北海道の主な雪害対策について
情報共有

○ 構成機関
・陸上自衛隊第26普通科連隊
・管内市町村
・留萌管内消防組合
・留萌開発建設部
・旭川地方気象台

・留萌海上保安部
・道警旭川方面本部
・留萌教育局
・留萌振興局

○ 設立趣旨
行政機関が連携して留萌地域の地域防災力の

拡充・強化を図るため、平成28年５月に留萌管
内防災行政ネットワ－クを設立。
年に数回、会議を開催している。

＜留萌管内防災行政ネットワ－ク＞



■線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ

「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を満たすような、線状降水
帯による大雨の可能性がある程度高い場合、「気象情報」で呼びかけます。

大雨と突風に関する九州北部地方（山口県を含む）気象情報 第５号
令和４年７月１５日１０時３０分 福岡管区気象台発表

九州北部地方では、１５日夜から１６日午前中にかけて、線状降水帯
が発生して大雨災害の危険度が急激に高まる可能性があります。土砂災
害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に厳重に警戒してください

色 警戒レベル

濃い紫 ー

うす紫 ４相当

赤 ３相当

黄色 ２相当

白(水色) ー

これまでの配色

警戒レベルに
配色を合わせる

(雨雲レーダー) 線状降水帯の例

令和4年６月～ ■危険度分布
(キキクル)改善
色 警戒レベル

黒 ５相当

紫 ４相当

赤 ３相当

黄色 ２相当

白(水色) ー

■気象防災ワークショップ 令和4年8月

実 施 日：令和4年8月3日
場 所：羽幌町立中央公民館
参加機関：羽幌町、苫前町、初山別村、遠別

町、天塩町、北留萌消防組合
テ ー マ：土砂災害・洪水害

実 施 日：令和4年8月17日
場 所：留萌市役所会議室
参加機関：留萌市、小平町、増毛町、留萌消

防組合、増毛消防本部
テ ー マ：土砂災害・洪水害

旭川地方気象台では、市町村防災担当者等を対象とする防災対応力の
向上を図る取組みとして、防災気象情報の種類や意味を理解し、適切な
タイミングでの防災体制の強化や避難に関する判断のポイントを学ぶことを
目的に気象防災ワークショップを開催している。今年度は旭川開発建設部
の協力も得て実施した。また、消防組合の職員も参加した。

◆気象情報の改善 ◆自治体職員を対象とした水防災に関する取組

■あなたのまちの予報官TV 令和3年12月～

旭川地方気象台では、市町村等を対象に住民の具体的な防災行動に結びつける
ための取組の一環として、Zoomによる気象解説を週2回（1回5分程度）実施し
ている。今年度は9月16日、18日の台風第14号接近に伴う臨時解説において、
旭川開発建設部、留萌開発建設部とともに気象解説・河川情報の共有を実施し
た。
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